
 
 
 

対象：理数科１年生 

１０月１１～１３日にかけて、茨城県のつくば市の大学・研究施設と東京都の国立

科学博物館を訪問し、研修を行いました。１日目と３日目は全体研修でしたが、２日

目は５班に分かれて様々な分野の研究所や施設で見学や実習を行いました。 
 

【１日目】１０月１１日（木）  筑波宇宙センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【２日目】１０月１２日（金） Ａ班･･･筑波機能植物イノベーション研究センター（１日研修） 

               Ｂ班･･･農研機構 生物機能利用研究部門・食品研究部門（１日研修） 

               Ｃ班･･･高エネルギー加速器研究機構 → 防災科学技術研究所 

                         Ｄ班･･･高エネルギー加速器研究機構 → 物質・材料研究機構 

                         Ｅ班･･･高エネルギー加速器研究機構 → 国立環境研究所 
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最も印象に残った言葉は、 

小野先生がおっしゃった「生 

物学は物理学や数学と違って 

例外だらけです。だから実験 

が大切なのです」だった。生 

物学における実験の大切さを 

感じたし、数学と生物学を結 

びつけてみたいとも思った。 

 
 

 

日常とは離れたことに触れることが 

できて全く違う環境で生きるための知 

恵などを得られた。研究や開発によっ 

て宇宙旅行などの人類の夢がかない、 

また日常の暮らしがより良いものにな 

っていくのだと改めて知ることができ 

た。 

 
           

 

難しかったが、薬品の開発 

の１つとして、加速器でタン 

パク質の構造を調べることに 

より、効率的になると知るこ 

とができてよかった。 

 宇宙を構成する粒子の性質 

をどのように発見できるのか 

を知ることができた。 

 
 

 

絶滅危惧種などの細胞を保 

管していたり、低公害車の実 

験や、温室効果ガスの調査を 

していたりして様々なことを 

知ることができた。 

元々興味があった自然や環 

境の分野について深く学ぶことができて良かった。また、高校

卒業後の進路についてもアドバイスをもらうことができた。 

               

              
遺伝子組み換え技術には以 

前から興味があり、実際に社 

会で生かされている技術を間 

近に見ることができて良かっ 

た。 

この機会に放射線の仕組み 

や効果や影響について詳しく 

理解することができた。 

 

                         

 

降雨実験の施設で、これま 

での日本の１時間あたりの 

降雨量の最大量は 187mm であ 

るが１度ゲリラ豪雨で 50mm/10 

分、すなわち 300mm/h を観測 

したためそのレベルまで対応 

できるようにしたという。このことから、比喩ではなく「あら

ゆる」災害の防災に対し真剣に取り組んでいるとわかる。 

 
 

 

物質の特徴を解明し、応用 

することで新たな材料を開発 

していることがわかった。こ 

こで大切なのは、物質・材料 

研究の「基礎」となる物質の 

特徴を理解することだと思う。 

だから自分は、化学で様々な物質について学ぶことが、新たな

モノを開発するときに役立つと思う。 



【３日目】１０月１３日（土）  国立科学博物館 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

対象：理数科１年生 

９月７日（金）にＣＳ学際科学の授業の一環として、企業研修を行いました。技術者の方々による講義や工

場見学をとおして、今、企業人として求められているスキルや現在のものづくりの現場がいかに進歩している

かということ等を学ぶことができました。また、後半はグループディスカッションの場を設けていただき、疑

問に思っていることを直に社員の方々へ質問することもできました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象：普通科・理数科の１・２年生希望者 
 

１０月８日（月・祝）に金沢市勤労者プラザで上記の講演会が開催さ

れ、本校からは普通科・理数科の合計２１名の生徒が参加しました。こ

の講演会では、名古屋大学参与でＪＳＴ上席フェローの國枝秀世先生が、

Ｘ線で宇宙を見ることや、その方法について講義してくださいました。   
講義の中では、ご自身が専門とされている内容のお話とは別に、科学

を究めるには『好奇心』と『集中力』が大切だ、など高校生の皆さんへの熱いメッセージもくださいました。 

 

 

 

 

１１月 ２日（金） ＣＳ学際科学特別講義（対象：理数科１年生） 

           演題：「新素材の開発 材料科学が未来を変える（仮題）」 

           講師：手束 展規 氏（東北大学大学院工学研究科 准教授） 

 

１１月 ３日（土） ＡＩ課題研究Ⅱ 校内発表会（対象：理数科１・２年生） 

                   

１１月１６日（金） ＣＳ学際科学 石川県立大学生命科学研修（対象：理数科１年生） 

           演題：「ＤＮＡの分離・抽出（仮題）」 

          講師：中谷内 修 氏（石川県立大学 生物資源工学研究所 助教） 

 

１１月１８日（日） やさしい科学技術セミナー（対象：理数科２年生ＡＩ班） 

           場所：金沢歌劇座 第９会議室 

 
 

 

特に日本館の「生き物たちの日本列 

島」について、日本全体を広く見回し 

たときの生物の違いを、理由と共に解 

説してあり、とても興味深かった。ま 

た、展示が多く、目で見ても楽しかっ 

た。 

科学の歴史をより深くまで知ること 

ができた。 


